
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

政
府
・
自
治
体

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
化
等
の
一

体
化
を
図
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

▼
す
で
に
昨
年

健
康
保
険
証
を

廃
止
し
た
上
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
一
体
化
し
、現
在
使
わ
れ

て
い
る
健
康
保
険
証
を
２
０
２

４
年
の
秋
に
廃
止
し
、カ
ー
ド
を

「
診
察
券
」
と
し
て
使
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。
▼
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、

既
に
１
兆
円
前
後
の
国
費
を
投

じ
、
電
通
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
大
企
業

に
事
務
委
託
し
、
利
潤
を
上
げ

さ
せ
て
い
ま
す
。▼
取
得
申
請
者

に
は
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
加

し
、
申
請
者
を
増
や
す
自
治
体

に
は
交
付
金
を
増
額
す
る
予
算

措
置
を
し
ま
し
た
。
▼
更
に
、使

い
道
を
増
や
す
た
め
に
、銀
行
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
一
体
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
、健
康
保
険
証

や
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
、図
書
館
の

利
用
カ
ー
ド
の
機
能
等
を
加
え

る
方
針
で
す
。
▼
医
療
機
関
は
、

カ
ー
ド
挿
入
機
械
の
設
置
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
▼
さ
ら

に
、
政
府
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
促
進
と
称
し
て
、カ
ー
ド
の
普

及
を
大
き
く
位
置
づ
け
、
番
号

を
使
え
る
事
務
の
範
囲
や
情
報

照
会
で
の
裁
量
を
増
や
す
方
針

で
す
。
▼
社
会
保
障
と
税
、災
害

保
障
に
限
っ
て
き
た
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
範
囲
を
、国
家
資
格

の
自
動
車
登
録
、
在
留
外
国
関

連
事
務
に
も
広
げ
る
計
画
で

す
。
▼
前
橋
市
消
防
で
は
、救
急

車
を
利
用
さ
れ
た
方
に
対
し
て

保
険
証
化
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
診
実
績
に
よ
り
入

院
先
に
救
急
車
搬
送
す
る
実
証

実
験
を
10
月
か
ら
12
月
の
２
ケ

月
間
実
施
し
ま
し
た
。▼
１
枚
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
重
要

な
個
人
情
報
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
国
と
地
方
公
共
団
体
、

金
融
機
関
は
、
個
人
情
報
保
護

法
に
よ
り
、保
護
す
る
こ
と
が
法

律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
▼
よ

っ
て
、集
積
さ
れ
た
個
人
情
報
が

漏
洩
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

十
分
な
保
護
策
を
優
先
さ
せ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。�

（
笠
原
寅
）

医
療
職
が

イ
ベ
ン
ト
を
計
画

　

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
店
頭

で
の
健
康
相
談
会
は
、
２
０

２
２
年
６
月
か
ら
毎
月
第
３

医
療
職
が
地
域
を
元
気
に
す
る
関
わ
り

医
療
職
が
地
域
を
元
気
に
す
る
関
わ
り

木
曜
日
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
企
画
の
内
容
は
、
前
橋

協
立
病
院
内
の
医
療
生
協
活

動
委
員
会
が
中
心
と
な
り
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

に
あ
わ
せ
て
管
理
栄
養
士
に

よ
る
栄
養
相
談
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
目
玉
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
内
科
で
総
合
診

療
を
お
こ
な
っ
て
い
る
保
田

和
奏
医
師
が
健
康
相
談
に
参

加
し
、
多
岐
に
わ
た
る
相
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

相
談
会
へ

　

呼
び
込
み
を
し
て
い
た
医

学
生
担
当
事
務
職
員
に
よ
る

と
、「
前
橋
協
立
病
院
に
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞
か

れ
、
地
域
に
当
院
が
あ
る
大

切
さ
を
実
感
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
実
習
に
来
て
い
る

医
学
生
か
ら
は
、「
地
域
住
民

に
喜
ば
れ
る
内
容
だ
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

栄
養
室
の
実
習
生
は
、
病
院

と
地
域
住
民
の
距
離
の
近
さ

を
実
感
し
、
前
橋
協
立
病
院

と
住
民
の
深
い
信
頼
と
助
け

合
い
を
感
じ
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
院
外
か
ら
の
声
を

聞
き
、
ま
ち
か
ど
健
康
相
談

会
が
地
域
に
お
い
て
喜
ば
れ

る
内
容
で
あ
る
と
自
信
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
。

地
域
だ
か
ら
で
き
る

医
療
活
動

　

保
田
医
師
は
今
回
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
が
、「
時
間
を

気
に
せ
ず
、
気
軽
に
お
話
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

病
院
で
の
患
者
さ
ん
と
し

て
の
姿
で
は
な
く
、
地
域
に

暮
ら
す
人
と
し
て
の
声
を
聞

け
た
気
が
し
ま
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

栄
養
室
職
員
は
、
以
前
入

院
さ
れ
て
い
た
患
者
さ
ん
と

再
会
し
、「
元
気
な
姿
を
み
ら

れ
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
会
話

が
弾
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
相

談
の
中
で
オ
ス
ス
メ
の
食
材

を
伝
え
る
と
、
買
っ
て
帰
ろ

う
。
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方

も
い
ま
し
た
。
院
内
の
栄
養

相
談
と
は
違
う
良
さ
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

切
れ
目
な
い
医
療
の
支
援

　
「
実
際
に
、病
院
に
行
っ
て

話
す
ほ
ど
で
は
な
い
け
ど
、

是
非
話
し
た
い
こ
と
が
あ

る
」
と
受
付
に
立
ち
寄
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の

相
談
会
の
醍
醐
味
で
す
。
来

訪
者
の
方
は
相
談
内
容
を
問

わ
ず
、
色
々
な
お
話
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
り
、〝
と
に
か
く

誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し

い
”
と
い
う
想
い
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
単
な
る
健
康
相

談
会
で
は
な
く
、
そ
う
い
っ

た
心
の
拠
り
所
に
な
れ
る
よ

う
な
活
動
を
今
後
も
続
け
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
日
の

午
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
倉
店

の
客
層
も
ご
高
齢
の
方
が
中

心
で
し
た
。
子
育
て
世
代
の

方
な
ど
よ
り
若
い
世
代
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
で
き
る
よ
う
な

日
時
に
開
催
し
て
み
る
の
も

新
し
い
出
会
い
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
出
向
い
て
、
住
民

の
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と

は
、
院
内
で
の
医
療
活
動
に

も
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。
病
院
の
外
来
・
入

院
か
ら
地
域
ま
で
を
切
れ
目

な
く
支
え
て
い
く
こ
と
が
、

前
橋
協
立
病
院
の
生
活
支
援

型
病
院
と
し
て
の
機
能
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。

健康相談をおこなう医師と管理栄養士健康相談をおこなう医師と管理栄養士

相談会に参加した職員と組合員相談会に参加した職員と組合員

前
橋
協
立
病
院
で
は
院
内
の
医
療
活
動
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、地
元
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
朝
倉
店
に
定
期
的
に
出
向
き
「
ま
ち
か
ど
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

２
月
は
、
医
師
を
は
じ
め
専
門
職
と
実
習
生
、
組
合
員
総
勢
９
名
で
協
力
し
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員
か
ら
当
日
の
様
子
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

前
橋
協
立
病
院
　
医
事
課

吉 

原
　
璃 

緒
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2022年度活動のまとめ案　ダイジェスト
「2022年度活動のまとめ」について、組合員活動・事業活動・経営活動など特徴的な取り組みをダイジェストでご紹介いたします。

④くらしの助け合い・気にかけあいの取り組み

○ちょこっと助け合いの会の取り組み
中毛地区では、若者を支援する団体との連携で若い支援者が増え、外
回りの除草作業などで活躍しました。
○子育て世代との連携
大泉千代田支部では子育て世代とのつながりを広げる企画として、５
月22日に大泉町元気な地域支援事業として「親子の絆を深めるスキン
シップの魔法」の講演会を開催、150名が参加、８月21日には「歯科
医師が教える乳幼児からのからだづくり」の講演会を開催し70名が参
加しました。中毛地区では子育て支援団体との連携で「夏休みのこど
もたちの運動企画」を実施しました。

⑥新病院基本構想議論

○二つのプロジェクト会議での議論
2021年度から再開した新病院基本構想議論は、二つのプロジェクト会議（基本構
想プロジェクト・みんなのコミュニティ拠点プロジェクト）で協議を重ね、「新病
院基本構想案」を策定しました（12月17日臨時総代会に提案）。構想案は、新病院
の基本構想とみんなのコミュニティ拠点構想の二つで
構成。病院の基本構想は、外部環境や現状から今後前
橋協立病院に求められる入院・外来・在宅についてそ
れぞれのビジョンを示しました。みんなのコミュニテ
ィ拠点プロジェクトでは、組合員・職員協同によるワ
ークショップ方式で継続した協議を行い、生活支援に
おけるアイディアを出し合いました。

③選ばれる事業利用、ボランティア活動

○高齢者の通院補助　中毛地区事業所では、高齢者の車の運転が困難
な方の受診の補助として、前橋市コミュニティバスと連携し、10月か
ら後払い運行の仕組みを導入しました。チケットを使用して路線全体
の停留箇所で無料乗車が可能になりました。
○事業所の環境整備ボランティア活動
中毛地区で前橋協立病院と特別養護老人ホームほなみの環境整備や駐
車場の除草、六供支部を中心にふれあいの家六供の除草作業、大泉千
代田支部では太田協立診療所通所リ
ハビリ施設あゆみのバラの剪定を実
施しました。
○院所利用委員会活動
前橋協立病院、太田協立診療所、前
橋協立診療所、桐生協立診療所、協
立歯科クリニックの全てで院所利用
員会が開催され、事業所内ラウンド
や地域訪問などに取り組みました。

⑤いのち・人権・平和をまもる取り組み

○原発ゼロの運動　５月から６月に「原発被災地の現状を知る」学習会を前橋・伊
勢崎・桐生の各地区で開催し、88名が参加しました。また、11月22日には３年ぶ
りに原発被災地視察を行い21名が参加しました。その写真や参加者の感想などを
パネルにして各事業所で3月に展示を行いました。
○平和をまもる運動　ロシアのウクライナ軍事侵攻に抗議するスタンディング行
動を前橋協立病院近隣の交差点で組合員・職員で３月〜９月まで続けました。
核兵器廃絶に向けた運動として、７月の国民平和大行進に前橋・伊勢崎・桐生・邑
楽館林・太田の各地域で合
計100名の組合員・職員が
参加しました。
憲法改悪を許さない全国署
名に組合員・職員で取り組
みました。
新入職員の平和学習の一環
として沖縄返還50年の歴
史と現状について学習講演
を行いました。

○まちかど健康チェック
前橋協立病院は医療生協活動委員会が主体となってJAファーマーズ朝倉店
と連携し毎月定例開催しました。あずま支部や大胡支部が地元のドラッグス
トアなどに申し入れ新たな会場で実施できました。
○医療介護相談会
太田協立診療所では、矢場新町自治会との共同で「医療介護なんでも相談会」
を開催、医師をはじめとした各職種が専門職能を発揮しました。
○ぐんままるごと健康チャレンジ・キッズチャレンジ
例年同様、機関誌への折り込みや公民館などを通した宣伝で3/2現在の結果
報告数は942とほぼ前年同様の参加者でした。キッズチャレンジは18の小学
校、保育園などから2,745の結果報告の提出があり、前年を大幅に上回りま
した。
○食糧や生活物資を配布する取り組み
　コロナ禍に加えた物価高騰による生活への影響が大きい中、食糧や生活物
資を配布する取り組みとして、11/ ６（日）に大泉千代田支部「フードバン
クin大泉」、12/25（日）に中毛地区「年越し協立まつり」を他団体との連携

により開催しました。両方合わせて約350人の方が来場されました。
○セルフケアスクール開催　
10月・11月に６回講座で開催延べ99人が参加（オンライン含む）しました。
医師・歯科医師・理学療法士・保健師・管理栄養士、医学体操指導者（組合
員）が講師で活躍しました。
○班活動
ウォーキングなど外での企画は好評でした。また、コロナ禍の中でも、新た
に19班が発足しました。ウォーキングだけでなく集まって楽しく交流する班
が多かったの
が特徴的でし
た。

②健康づくり・まちづくり

①事業・経営活動

○新型コロナウイルス感染症への対応
病院・診療所では発熱外来・陽性者入院受け入れ・ワクチン接種など前年
に引き続き対応してきました（件数は右記の通り）。感染拡大の第７波・第
８波では、前橋協立病院でのクラスター発生など多くの事業所で職員とそ
の家族の感染が相次ぎ、ぎりぎりの体制の中でも支援しあうなど事業を継
続してきました。在宅分野では感染対策が不十分な自宅での陽性者の訪問看
護・訪問診療などで、在宅生活を支える医療活動を展開しました。
○特徴的な医療・介護活動　前橋協立病院では、外来患者さんの社会的背景
の情報収集を開始しました。太田協立診療所では、医療連携・介護連携に取
り組み、足利市の医院との連携カンファレンスを開始しました。通所やショ
ートステイでのコロナ感染増では臨時訪問看護の対応など、感染対策が十分
でない在宅でフォローに努めました。みんなの家つつみでは、居宅サービス
では対応できない困難な利用者を受け入れることで、信頼関係が高まり利用
相談が増えました。

PCR検査 抗原検査 ワクチン接種
2022年度 2021年度 2022年度 2021年度 2022年度 2021年度

前橋協立病院 2,514 2,176 6,818 1,589 2,357 6,392
太田協立診療所 134 41 1,238 566 1,382 1,981
前橋協立診療所 826 2,076 334 3,355 4,376
桐生協立診療所 163 1,036 1,665
合　　計 3,474 4,293 8,603 2,155 8,130 14,414

○経営活動
前橋協立病院での前年度から取り組んだ経営改善や、太田協立診療所の法人
内の医療・介護連携、他の医療機関との連携による医療活動の実践、訪問看
護や居宅介護支援事業所、看護小規模多機能事業で予算達成などにより増収
となりました。今年度重点となっていた、桐生協立診療所、ふれあいの家六供
では患者・利用者増という点では大きく改善は見られませんでしたが、管理運
営体制の強化など職員の経営意識向上に努めました。全体として、入院収益
増に加え、コロナ関連の診療報酬特例やワクチン接種などによる増収、人件費
の減少で費用が予算内に抑えられ経営改善につながりました。
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産
婦
人
科
こ
ぼ
れ
話

　
　
　
　
　
　
　
　
前
橋
協
立
病
院

 

　
　
　
　
　
　
　
　
元
院
長
　
茂
木
弘
道

エ
ピ
ソ
ー
ド
10
　
近
す
ぎ
る
医
師
住
宅

　
産
婦
人
科
医
師
は
、
昼
で
も
夜
で
も
出
産
が
あ
る
時
は
、
呼
ば
れ
た
ら
直
ぐ
に
分
娩
室
に
駆
け

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
院
内
に
産
婦
人
科
医
師
の
当
直
室
が
あ
れ
ば
よ
い
が
、
無
い
場
合

は
自
宅
で
待
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
携
帯
電
話
が
あ
る
か
ら
、
少
し
は
自
宅
を
離
れ

て
も
、
病
院
に
直
ぐ
に
行
け
る
所
な
ら
、
外
出
も
出
来
よ
う
。
昔
は
外
出
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
私
は
協
立
病
院
に
就
職
し
て
一
年
後
に
結
婚
し
た
。
医
師
住
宅
は
病
院
西
隣
の
赤
間
屋
の
駐
車

場
を
隔
て
た
場
所
に
あ
っ
た
。
そ
こ
が
私
達
夫
婦
の
新
婚
の
家
に
な
っ
た
。

　
当
時
病
院
内
に
産
婦
人
科
医
師
の
当
直
室
は
な
か
っ
た
か
ら
、
当
然
私
は
自
宅
待
機
で
休
日
夜

間
の
出
産
に
対
応
し
た
。
病
院
ま
で
は
ほ
ん
の
一
分
も
か
か
ら
な
い
近
距
離
だ
っ
た
か
ら
、
と
て

も
便
利
に
し
て
い
た
。

　
新
婚
の
時
期
も
過
ぎ
、
半
年
、
一
年
が
経
つ
と
、
ど
ん
な
に
仲
の
良
い
夫
婦
で
も
時
に
は
喧
嘩

す
る
こ
と
も
あ
る
。「
夫
婦
喧
嘩
は
犬
も
食
わ
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、
他
人
は
特
別
心
配
す
る
こ
と

は
な
く
、
放
っ
て
お
け
ば
良
い
。
喧
嘩
は
む
し
ろ
、
夫
婦
が
仲
良
く
な
っ
て
い
く
た
め
の
、
一
里

塚
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、
私
達
も
時
々
は
喧
嘩
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

翌
日
に
は
お
互
い
ケ
ロ
っ
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
喧
嘩
の
最
中
は
臍
が
曲
が
っ
て
い
る
の
は
当
然

で
あ
る
。
そ
の
喧
嘩
の
最
中
に
病
院
か
ら
呼
ば
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
時
に
は
あ
っ
た
。
私
は
直
ち

に
病
院
へ
向
か
う
の
だ
が
、
余
り
に
も
病
院
が
近
い
の
で
、
曲
が
っ
た
臍
が
治
ら
な
い
う
ち
に
分

娩
室
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
無
事
分
娩
が
済
め
ば
、
心
爽
や
か
に
帰
宅
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
婦
長
さ
ん
か
ら
「
先
生
！
、
夫
婦
喧
嘩
を
持
ち

込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
、
や
ん
わ
り
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
全
く
自
覚
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
そ
の
場
に
立
ち
会
っ
た
職
員
に
は
、
分
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
夫
婦
喧
嘩
し

て
い
た
な
ん
て
言
え
る
わ
け
も
な
い
し
、
努
め
て
し
ら
ば
っ
く
れ
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
も
顔
に

現
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　
病
院
に
近
過
ぎ
る
医
師
住
宅
も
注
意
が
必
要
だ
と
分
か
っ
た
。
自
宅
へ
の
人
の
出
入
り
、
外
客

の
状
況
な
ど
、
個
人
の
家
庭
が
丸
見
え
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

　
近
す
ぎ
る
医
師
住
宅
に
住
ん
だ
者
の
感
想
で
あ
る
。

2023年度　群馬中央医療生活協同組合総代当選人氏名
2023年3月16日

総代選挙管理委員長　秋山ユミ子

中毛地区

１区＿＿＿
兼子　春江
富所　正義
亀田　光江
龍崎　一郎
青柳　節子
青木　惠子
伊藤　京子
平岡　恒子
井上　好美
坂本　勝子
萩原由美子
川村　好子
蓮見　安廣
福地ちゑ子
三輪田順子
丸岡　祐一
吉野　幸子
桑原貴美枝
山本　エマ
桑原　順子
川口　吉子

大澤　禮子
桑原　新一
岸　　英夫
岸　　弘子
吉原　照世
栁澤　正克
栁澤まち子
中澤のり子
湯澤　　昭
青木　章子
菅原　　宏
新嶋　次也
堀越　光明
宮下美恵子
荒木　兼男
久保　洋子
外池　千明
福島　正明
関口　信子
矢端　廣行
関根　英子
横山　　勉
本田千枝子
角田　政雄

平田　春江
松本　泰三
横地　純子
吉澤　育代
田村　和義
矢端　勝夫
角田　　久
宮本　好子
須永　汎美
長谷川厚子
中道　浪子
重田　石子
加藤美津子
野村由利子
米澤　正和
中村　佳子
笠原夕美子
笠原　寅一
女屋由紀子
女屋はるみ
重原あゆみ
井上　久子
石田ちか子
湯本　　淳

加藤　　芳
岡部由美子
新井千恵子
池田　　忍
新井　　博
黒岩　洋子
市川みさ子
工藤　マサ
西村美代子
杉原　久子
１区　計79名

２区＿＿＿
依田　一枝
国安　俊夫
染谷　　誠
森　　和惠
保科　梅子
阿久津勝美
須賀　光子
青木　　清
岸　　義路
奥木　栄八
奥木由美子

宮内　正子
新宮　幸子
金子　　誠
新井せつ子
増田　妙子
飯島　順子
渡辺やす子
片貝　結花
吉田麻依子
相馬　庸子
岡村　松子
松井　國光
渡辺　保子
福江　　忍
薊　友紀子
高橋　礼子
田村　忠重
角田　とよ
唐沢　孝子
狩野　妙子
松村　岩雄
半田かつ代
狩野　幸枝
関口万里子

岩﨑　信子
今井シヅ江
結城　紀子
石原由紀子
大塚　秀雄
田村　洋子
佐々木美知子
宮下　征男
星野小夜子
石井　恵子
小堀田鶴子
高橋美恵子
中林　悦子
井田　慶子
笠原　正子
田中　正子
安生　敏子
白石　正江
吉村　正子
東樹　富子
甫仮　文子
大磯いづみ
秋山　末司
塚田　君子

櫻井　弥生
２区　計60名

３区＿＿＿
関口智恵子
岡野　洪枝
青木　洋子
齋藤　京子
新井　康子
新井　光夫
町田　政義
滝川　哲雄
柿沼　五月
酒井　宏子
新井　節子
星野　秋子
３区　計12名

太田地区
４区＿＿＿
小川　弘巳
田部井淳三
三田智惠子
油座よしや

築比地満喜子
倉澤　育美
正田きみ子
伊東　悦子
岡ノ谷文子
川上アサ子
木村　文子
須藤　髙子
中庭知江子
長岡　清子
團原　　敬
矢島あい子
大澤　章江
園田　幸子
澤井トミエ
須永　平吉
木村　陽子
竹内　玉枝
怒木　三郎
森田　　功
赤松　一枝
田村　鉄雄
松本　久枝
茂木喜美夫

山　　明美
大野　貞夫
若田部健次
田端　智子
薗部　己行
金子　光國
川島　玲子
小野里充弘
松尾　初美
中島美千子
渋澤　俊之
坂口　克彦
４区　計40名

桐生地区
５区＿＿＿
木部テル子
庭山眞理子
小池　敏子
藤掛　澄江
菊地　公則
稲村　恒雄
川瀬　晴夫
小島　祐明

佐藤　正司
中島　孝守
向田　智美
川島　億之
星野みどり
滝澤　悦子
中島　芳子
根岸みちる
永田みさ子
小辻　　明
関口　卓男
５区　計19名

職域
６区＿＿＿
秋山　慶子
堀込　真弓
綾部　裕子
坪子　健次
石井　雄大
６区　計５名
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陽　光　桜
韮川北支部　　

　太田市丸山町の賀茂神社に「陽光」という名前の桜があ
ります。大きめで色の濃い花がソメイヨシノより少し早めの咲き、離れたところよ
りも、その色が目を引きます。
　この桜は、愛媛県の高岡正明さんという方が苦労を重ねて生み出した新品種の桜
です。戦時中、青年学校の教師をしていた高岡さんは、終戦直後から「自分が教え
子たちを戦地へ送り出してしまった」と自責の念に苦しみ続けました。
　そして、「二度とこのような悲劇なことを繰り返してはならない。戦死した教え
子たちの鎮魂を恒久平和への願いを託し、新しい桜を自分の手で作ろう」と桜の新
品種開発を誓いました。「厳寒の地で亡くなった子、亜熱帯の地で亡くなった子、教
え子の鎮魂と、世界各国への平和メッセージを託すには、どんな気候でも花を咲か
せる、病気にも強いものを」と試行錯誤を繰り返し、30年かけて生み出されたのが
「陽光」です。
　「陽光」は日本各地へ、世界各地へ送られました。この地にも神社の総代長だっ
た方の尽力で植樹され、大きく育っています。青空とよく似合う陽光桜に会いに来
ませんか。丸山薬師のカタクリも同じ頃に咲きますよ。
� 支部長　小川弘巳

支部の

平和まちづくり委員会　　　

委員長　関 口　治 重

　３月11日は東日本大震災から12年となり

ました。

　平和まちづくり委員会では「福島を忘れな

い」を合言葉に、昨年11月に行われた震災地

視察の写真、感想文などのパネル展示を行う

事を決めました。前橋、桐生、そして太田にあ

る各事業所や伊勢崎のたまり場などで震災の

日を前後して展示が行われました。

　写真や資料の提供に、福島視察でもお世話

になった丹治杉江さんのご協力をいただきま

した。感謝いたします。

　今年も被災地の現地視察を計画できるよう

委員一同で協議していきたいと思います。

福島視察
東日本大震災から12年

前
橋
協
立
病
院　

院
長
補
佐

地
域
連
携
相
談
セ
ン
タ
ー
長

朝
　
倉
　
　
健 

　

こ
の
度
前
橋
協
立
病
院
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
朝
倉
健
で
す
。
前
職
の

前
橋
赤
十
字
病
院
で
は
２
０
０
９
年
に
脳
卒
中
地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
を
協
立
病
院
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
手
作
り
で
作
り
ま
し
た
。
現
在
は
群

馬
県
全
体
に
広
げ
て
共
通
化
し
、
群
馬
脳
卒
中
医
療
連
携
の
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

前
橋
赤
十
字
病
院
か
ら
の
脳
卒
中
患
者
さ
ん
の
転
院
先
は
協
立
病
院
が

ダ
ン
ト
ツ
の
１
番
で
す
。
ま
た
前
橋
赤
十
字
病
院
に
最
も
多
く
の
患
者
さ

ん
を
紹
介
し
て
頂
い
て
い
る
病
院
が
協
立
病
院
で
す
。
瀧
口
道
生
先
生
を

は
じ
め
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
事
務
な
ど
多
職
種
の
方
々
が
非

常
に
優
し
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
り
、
前
橋
赤
十
字
病
院
と
協
立
病
院
と

の
絆
の
深
さ
か
ら
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
生
ま
れ
も

育
ち
も
前
橋
で
あ
り
、
地
元
に
恩
返
し
が
で
き
た
ら
と
言
う
思
い
が
常
に

あ
り
ま
し
た
。

　

協
立
病
院
で
は
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
入
院
外
来
で
の

対
応
と
脳
神
経
外
科
外
来
を
行
い
ま
す
。
優
し
く
、
迅
速
な
応
対
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
を
初
め
、
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
は

ま
だ
増
え
て
お
り
、
前
橋
の
方
が
前
橋
で
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
よ
う
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
城
巡
り
で
日
本
１
０
０
名
城
、
続
１
０
０
名
城
や
群
馬
の
城
跡

を
訪
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
岩
井
三
四
二
や
葉
室
麟
な
ど
の
歴
史
小
説
や

歴
史
関
係
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
見
る
の
も
好
き
で
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

も
大
好
き
で
１
年
中
花
が
咲
い
て
い
る
病
院
が
理
想
で
す
。
最
近
は
剪
定

に
は
ま
り
、
庭
師
に
憧
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
見
る
の
も
や
る
の
も
何
で

も
好
き
で
す
が
、
め
っ
き
り
ス
タ
ミ
ナ
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

元
気
に
楽
し
く
仕
事
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
任
医
師
の
紹
介

４
月
に
前
橋
協
立
病
院
の
院
長
補
佐
・
地
域
連
携
相
談
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
前
橋
赤
十
字
病
院
元
副
院
長
の
朝
倉
健
医
師

が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
着
任
挨
拶
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

⑷く　ら　し　と　健　康2023.4.1 第684号 　く　ら　し　と　健　康



仲間仲間のの作品コーナー作品コーナー

ちぎり絵（春、ブランコ少女）
太田市　茂木眞子　さん

漁師小屋と網のある風景　桐生市　
野手　政昭　さん

絵画（ぼけの花）　前橋市
萩原郁男　さん

地域活動地域活動アアララカカルルトト

桐生地区
　桐生地区では「地元の良いところがあったら出掛けよう」と
定例で企画しています。今回、梅田にある刀鍛冶職人の工藤将
成さんの工房で刀を作るところを見学させていただきました。
２月11日組合員16名の参加でした。工房は梅田南小学校の近
くにあり、作成工程の説明を聞いたあと、原材料である玉鋼
（たまはがね）の実物を持たせていただきました。刀を作成す
るためにはこの玉鋼が４キロ必要とのことです。次は、鋼を鍛
え刀の形にする工程。真っ赤になった鋼を、機械と手で打つ様
子は迫力満点で参加者は皆、圧倒された様子でした。この作業
を何回も繰り返し、刀の形に仕上げていきます。刀の完成まで
には少なくとも４人の手を経なけばならず刀を研磨し鞘を作
成しどんなに短くても２ヶ月は必要だそうです。今回、縁があ
り刀鍛冶工房を見学させていただきました。日本の伝統文化や
技術を継承
しておく刀
匠の方にお
会いでき、
とても貴重
な機会とな
り次回はど
んな企画に
しようか今
から楽しみ
です。

下川淵支部
　前橋市の下川淵支部「健康づくり班会」では、定期
的に健康チェックとおしゃべりと学習もしている班
です。３月17日（金）は前橋協立病院健診室の齋藤
あゆみ保健師と齋藤美希保健師が参加し８名集まり
ました。体組成と血圧、尿チェックを行ったあと「今
日からはじめるフレイル対策」の学習会を齋藤あゆ
み保健師が講師で行いました。簡単なフレイルチェ
ックをみんなで行い「やだ～フレイルのリスクが高
い！」「私は大丈夫!!」と盛り上がり普段の生活の中
で行える生活習慣やストレッチなどを教えていただ
きました。保健師が来るという事で健診結果を持ち
よりアドバイスを受け、とても充実した班会となり
ました。自治体健診の検査項目が減ったことで、もっ
と充実させてほしいという要望も聞かれ、健康に関
心が高いことが伺えました。最後に「春うらら生協強
化月間」の増資にもご協力いただき医療生協活動に
関心が高い班でした。

日本の匠：刀鍛冶工房訪問記日本の匠：刀鍛冶工房訪問記

保健師も地域の班会で活躍保健師も地域の班会で活躍

尿チェックで説明をしている保健師尿チェックで説明をしている保健師
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　

御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　

二
〇
二
三
年
四
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　

〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　

解
答　

官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
284
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
283
回
の
答
え
》

ゴ
ウ
カ
ク
キ
ガ
ン（
合
格
祈
願
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

体
つ
き
で
す

２　

地
位
を
さ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

３　

囲
碁
・
将
棋
で
勘
違
い
の
一
手
。

転
じ
て
、
ば
か
ば
か
し
い
失
敗

４　

苦
し
み
と
楽
し
み

５　

札
幌
市
の
市
木
。
５
月
に
は
そ
の

名
前
を
冠
し
た
イ
ベ
ン
ト
も

６　

根
…
…
、
資
…
…
、
水
…
…

８　

竹
取
物
語
の
冒
頭
に
あ
る
表
現
。

「
…
…
は
昔
」

10　

話
し
方
や
態
度
が
不
愛
想
で
ぞ
ん

ざ
い
な
様
子

14　

ア
リ
と
対
比
さ
れ
る
昆
虫

16　

勝
ち
負
け
が
つ
き
ま
せ
ん

17　

武
士
の
こ
と
で
す

20　

万
の
万
倍

21　

気
体
の
状
態
に
あ
る
も
の

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

蒲
公
英
っ
て
、
読
め
ま
す
か
？

４　

山
形
県
の
鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館

は
、
こ
れ
で
有
名

７　

山
岳
地
帯
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー

９　

五
月
人
形
の
一
つ
で
す

11　

落
語
家
が
初
め
に
話
す
短
い
話

12　

新
入
社
員
の
…
…
は
ピ
カ
ピ
カ

13　

直
径
は
地
球
の
約
４
分
の
１

15　

馬
の
毛
色
の
一
つ
。
…
…
毛

16　

ス
マ
ホ
で
指
定
時
間
に
鳴
ら
す

18　

皮
膚
の
小
さ
な
突
起
物

19　

春
の
大
潮
の
時
期
が
最
適

22　
「
見
て
き
た
よ
う
な
う
そ
を
つ
く
」

と
い
わ
れ
る
…
…
師

23　

有
機
物
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
っ
て

生
じ
る
炭
素
の
微
粒
子

284
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クロスワード

２
～
３
月
は
受
験
の
シ
ー
ズ

ン
。
一
生
懸
命
勉
強
し
た
受
験

生
は
み
ん
な
合
格
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
合
格
祝

い
な
ど
お
め
で
た
い
席
に
は
タ

イ
が
付
き
物
で
す
が
、
そ
の
お

め
で
た
い
タ
イ
が
群
れ
で
泳
い

で
い
る
観
光
地
「
鯛
の
浦
」
が

あ
る
都
道
府
県
と
は
？

〈
答
え
〉

千
葉
県
で
す
。
タ
イ
は
通
常

水
深
30
メ
ー
ト
ル
以
深
の
比
較

的
深
い
海
で
、
群
れ
る
こ
と
な

く
生
息
し
ま
す
が
、
鴨
川
市
小

湊
の
内
浦
湾
で
は
水
面
近
く
で

群
泳
。
鎌
倉
時
代
の
僧
、
日
蓮

新歳時記
クイズ

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの７文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

が
誕
生
し
た
時
か
ら
続
く
珍
し

い
光
景
と
い
わ
れ
ま
す
。
群
泳

は
観
光
船
の
船
上
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
タ
イ

の
漁
獲
量
（
養
殖
を
除
く
）
の

１
位
は
長
崎
県
。
以
下
、福
岡
、

島
根
、
兵
庫
、
愛
媛
県
な
ど
が

続
き
ま
す
。

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

ロ
ー
マ
に
あ
る
世
界
最
小
面
積

　
　

の
国
。
…
…
市
国

４

物
価
高
騰
で
…
…
は
赤
字
続
き

７

着
る
も
の
で
す

８

も
と
に
な
っ
た
の
は
万
葉
仮
名

９

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
感
情
の
こ
と

10

耳
や
鼻
が
専
門
で
す

12

厚
…
…
、
待
…
…
、
冷
…
…

14

モ
ン
ブ
ラ
ン
の
材
料
と
い
え
ば

15

天
女
が
着
て
い
る
も
の

17

長
所
で
す
。
私
の
…
…
は
積
極

　
　

的
に
行
動
す
る
こ
と

19

文
殊
は
…
…
を
つ
か
さ
ど
る
菩

　
　

薩
で
す

20

そ
れ
は
よ
い
考
え
で
す

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

食
べ
放
題
の
メ
ニ
ュ
ー

２

凍
結
し
な
い
程
度
の
温
度
で
の

　
　

保
存
。
…
…
室

３

法
律
の
…
…
に
国
民
は
反
対

４

商
店
街
の
抽
選
は
…
…
な
し

５

失
敗
だ
と
思
っ
た
ら
、
結
果
は

　
　

よ
か
っ
た
よ
。
…
…
の
功
名

６

雷
鳴
の
前
に
ピ
カ
ッ
！

８

…
…
場
、
…
…
目
、
…
…
屋

11

世
界
三
大
瀑
布
と
は
、
ナ
イ
ア

　
　

ガ
ラ
、
イ
グ
ア
ス
、
…
…
の
滝

13

赤
ち
ゃ
ん
の
第
一
声

15

末
広
が
り
を
意
味
す
る
、
縁
起

　
　

の
よ
い
漢
字

16

細
部
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
。
木
を

　
　

見
て
…
…
を
見
ず

17

昔
の
中
国
王
朝
の
一
つ

18

…
…
は
異
な
も
の
味
な
も
の

　 　　　　　　   答え　「ゴウカクキガン（合格祈願）」

タ
イ

クロス漢字ワード当選者��（①応募総数②正解者数③当選者）／ 282回①52通②51通③5名　あかりん（太田市）　石井隆（前橋市）　畠澤義孝（前橋市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　デコポン（桐生市）　須田章七郎（みどり市）

（
敬
称
略
）

中
学
高
校
の
３
年
間
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
顔
を
み
ら
れ
な
か
っ
た
学
生

た
く
さ
ん
い
ま
す
ネ
。
皆
う
か
る

と
い
い
な
!!

（
前
橋
市　

タ
イ
ち
ゃ
ん
）

文
字
が
大
き
く
、
助
か
り
ま
す
。

（
前
橋
市　

れ
こ
さ
ん
）

植
物
が
芽
吹
き
の
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
健
康
に
充
分
注
意
し

な
が
ら
、
水
や
り
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

石
原
茂
男
）

桜
が
咲
く
と
山
が
ピ
ン
ク
色
に
な

り
心
も
ウ
キ
ウ
キ
、
体
も
ノ
ビ
ノ

ビ
。
み
ど
り
市
の
鹿
田
山
で
は
菜

の
花
畑
も
広
が
り
、
そ
の
向
こ
う

に
は
赤
城
山
が
見
え
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
景
色
で
す
よ
！

（
み
ど
り
市　

山
端
佐
代
子
）

最
近
の
合
格
発
表
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
だ
そ
う
で
す
。
時
代
で
す

ね
ぇ
。

（
前
橋
市　

菜
の
花
）

〝
生
活
支
え
る
事
業
構
想
Ｎ
Ｏ
・

４
〟
と
て
も
魅
力
的
で
楽
し
み
で

す
。
も
と
も
と
の
協
立
病
院
の
使

命
!!
働
く
人
々
の
夜
間
外
来
も
実

現
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
医
師
確
保
が
大
変
で
し
ょ
う
け

れ
ど
）。マ
ス
ク
の
こ
と
で
と
て
も

心
配
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
等
と
い
う
の
も
怖
い
。
後
遺
症

も
出
る
人
も
い
る
の
に
。

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

受
験
生
の
願
い
が
、
叶
い
ま
す
よ

う
に
と
、
陰
な
が
ら
、
応
援
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

（
前
橋
市　

の
ぶ
さ
ん
）

ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー
ド
を
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
情

報
、
読
者
様
の
作
品
、
絵
ハ
ガ
キ

な
ど
も
楽
し
み
で
す
。

（
伊
勢
崎
市　

井
田
久
美
子
）

「
み
ん
な
の
声
」
を
読
む
の
が
、と

て
も
楽
し
み
で
す
。

（
前
橋
市　

は
る
ち
ゃ
ん
）

み
ん
な
の
声
を
読
ま
せ
て
頂
き
身

に
お
ぼ
え
の
あ
る
事
が
多
々
あ
り

ま
す
。
年
を
重
ね
る
と
い
う
事
は

大
変
な
事
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
こ

の
頃
で
す
。
心
し
て
毎
日
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

パ
ー
子
）

第
155
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2023
・
3

春
一
番
出
窓
か
ら
外
見
る
子
犬�

和
子

春
愁
い
追
い
討
ち
か
け
る
地な

震い

戦
い
く
さ�

星
子

七
千
体
雛
に
風
雅
の
極
み
あ
り�

丑
男

遊
び
場
に
帰
宅
の
チ
ャ
イ
ム
花
満
開�

麗
子

投
稿カ

ラ
ー
シ
ャ
ツ
の
襟
元
清
し
風
光
る

�

中
島
毅

凍
て
つ
く
は
財
布
も
同
じ
極
寒
日

�

石
田
俊
彦

春
一
番
桜
の
つ
ぼ
み
福
ゆ
ら
す

�

三
輪
ヒ
サ

春
を
背
に
友
と
岸
辺
を
遠
回
り

伊
藤
ミ
ツ

【
俳
句
】

【
川
柳
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2023
・
3

手
作
り
の
ひ
な
が
並
ん
で
恵
比
寿
顔�

克
ち
ゃ
ん

並
び
出
る
雨
後
の
夕
べ
の
野
草
の
芽�

は
つ
ち
ゃ
ん

手
作
り
の
母
の
菱
餅
恋
し
か
り�

Ｙ
ち
ゃ
ん

久
し
ぶ
り
水
戸
梅
ま
つ
り
娘
達
と�

マ
ー
ち
ゃ
ん

五
分
刈
の
卒
業
生
の
未
来
あ
り�

ミ
ネ

目
白
押
し
障
子
に
映
え
て
テ
ィ
ー
タ
イ
ム�

章

春
の
日
や
小
鳥
と
び
か
う
庭
の
木
々�

あ
き
こ
ち
ゃ
ん

ね
こ
柳
銀
色
の
顔
そ
っ
と
出
し�

あ
こ
ち
ゃ
ん

雛
様
を
出
し
て
う
れ
し
や
八
十
路
か
な�

洋
子

観
音
と
同
じ
歳
な
り
ひ
な
ま
つ
り�

か
ず
ち
ゃ
ん

春
風
や
あ
ま
る
は
ず
な
い
飲
み
忘
れ�

松
ち
ゃ
ん

祭
り
の
夜
出
せ
ぬ
歓
声
だ
せ
る
か
も�

け
ん
ち
ゃ
ん

群馬中央医療生協の
活動を日々更新
しています。

ぜひご覧ください。
Twitter Facebook
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理
事
会
だ
よ
り

●
２
月
25
日
（
土
）
定
数
30
名
中
27
名
の
出

席
で
第
９
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③��

新
病
院
建
設　

設
計
監
理
業
務　

委
託

事
業
者
の
提
案
に
関
す
る
件

④��

２
０
２
２
年
度
ま
と
め
と
２
０
２
３
年

度
基
本
方
針
に
関
す
る
件

⑤��

２
０
２
３
年
度
地
区
別
総
代
会
議
開
催

に
関
す
る
件

⑥�

就
業
規
則
の
一
部
改
定
に
関
す
る
件

⑦��

本
部
部
長
及
び
事
務
長
並
び
に
管
理
者

の
任
免
に
関
す
る
件

⑧�

新
病
院
建
設
に
関
す
る
件

以
上
、
議
案
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
出
席
者
４
名
と
併
せ
挙
手
を
含
め
確

認
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０23年2月末）
組　合　員� 35，254人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，299人
　太田・館 林 地 域　組合員：　5，846人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，971人
　その他の地域　組合員：　　138人

出　資　金� 9億8,532万1,833円
一人平均出資金� 27，949円

地域のみなさんへ

医学生・看護学生奨学金制度のご案内
　前橋協立病院では、将来私たちと共に地域の医
療を担っていきたいという意志のある医学生・看
護学生の方に対して、就学の一助として奨学金の
貸与を行っています。
　興味がある方が身近にいらっしゃいましたら、
ぜひご紹介ください。

＜貸与額＞
医学科生　１～３年生　５万円
　　　　　４～６年生　６万円
看護学生　１～４年生　４万円

・�奨学金は他の奨学金制度を利用している方でも応募で
きます。
・�卒業後、一定期間勤務することにより奨学金の返済が免
除されます。

【お問い合わせ先】
群馬中央医療生活協同組合　前橋協立病院
　〒371-0811�群馬県前橋市朝倉町828-1　TEL027-265-3511
　　医学生担当（黒澤）　E-mail：igaku-t@kyouritsu.org
　　看護学生担当（新井）　E-mail：s-arai@kyouritsu.org

群馬中央医療生協主催

2023年度
５.31ＷＨＯ世界禁煙デー

禁煙ポスター募集!!

作品を応募してくれた方全員に参加賞があるほか、

優秀賞に選ばれた作品には、景品を準備しています。

　５月31日は、世界禁煙デーです。

　たばこを吸うことは、本人だけでなく�

周りの人の体にもたくさんの悪い影響があ

ります。

　そのことをもっと多くの人に知ってもらうためのポスター

を募集します。

応募締切：2023年５月12日（金）組合員活動課必着

応 募 要 項

・内容は禁煙を広く社会啓発するものとします。

・�応募対象者は組合員および地域住民（学生含む）とし、

年齢制限はありません。

・�応募サイズは、A３・A４サイズまたは四つ切もしくは

八つ切画用紙とします。

・�作品の裏面に「学校名（学年）・住所・氏名（フリガ

ナ）・電話番号」を明記してください。

・�応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央医療生

協に帰属するものとし、優秀作品（所属・氏名）は�

「くらしと健康」等に掲載させていただきます。(応募作

品は返却しません)

【お問合せ先・送付先】
〒371-0811�前橋市朝倉町830-1

群馬中央医療生活協同組合　生協事務局組合員活動課
TEL�027-265-3531（代表）

 前橋市 

前橋協立病院　健診室

TEL　027-265-3511(代表)
平日　９時30分〜16時30分

ご予約・お問い合わせ先

４月３日より予約受付開始！
各種オプション検査・人間ドックも実施しています。

令和５年度 自治体健診

感染対策を行い、安心して受診することが
できますので、ぜひご予約ください。

⑺ く　ら　し　と　健　康　 2023.4.1 第684号く　ら　し　と　健　康



協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
浅見 浅見 浅見 浅見 浅見 浅見

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第3）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間（奇数月第3休診）
浅見

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

小泉 遠藤
（15：00～） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00～）
夜間

17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修 中　村 小　野
高　柳

弘　中
保田（～11：00） 宮　澤 大　宮

予
約
外
来

一般 瀧　口道
保　田

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

瀧　口道
宮　澤
小　野芳
高　柳

西　上（第４休診）
小　林修
瀧　口由

瀧　口道
瀧　口由
西　上

瀧　口道
西上（第４週）

専門

内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

瀧　口道（第１/３週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）
糖尿病・甲状腺：吉　川 内科/心療内科：鈴　木

糖尿病：深　津

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
循環器：久野（第１週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予
約
外
来

一般 田ヶ原
瀧口由（第２/４週） 野　本 野　本

三　浦章
田ヶ原
橋　爪洋

専門 泌尿器（松尾/吉原）
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：髙𣘺
肝臓：高　柳

循環器：石川（第１/３/５週）
循環器：金　古

糖尿病・甲状腺：新　井
呼吸器：新居（第４週）

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木 三　浦章 西　上（第２・４週）
訪問
診療

午前 齋　藤 保　田
午後 宮　澤 瀧　口由 宮　澤（第１/３） 岩　森（第３）瀧　口由 西　上（第２・４週）

嚥下外来 午後 矢　島賢

小児科

午前 一般 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診・予防接種
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 北　原
（10：00～） 北　原 北　原 北　原（第１/３/５週）

西　出（第４週）産科
午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30～） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	※第３週休診 岩　森

脳外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木	８：30～10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 須　藤 伊　藤 矢　島 須　藤 須　藤
午前 乳腺・甲状腺 担当医 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 根　岸 飯　島 根　岸 北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2023年４月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月～金
9:00～12:00
土
9:00～12:00

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

１日：高柳
15日：井上
22日：谷口

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
※	新型コロナウイルスワクチン接種の対応のため、午後の診療時間と土曜の診療体制の一部を変更しています。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第１休診） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小	林 西上(第１・3)

片岡（第４）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第２休診） 西上 西上 西上
（第1・３）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
祝日　休診

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。
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